
国際医療福祉大学大学院教授
参議院厚生労働委員会調査室客員調査員

武藤正樹

2025年へのロードマップ
～在宅医療の現状と課題～



在宅医療の現状と課題
～2016年診療報酬改定へ向けて～

• 在宅療養支援診療所・病院

• 訪問看護ステーション

• 保険薬局



在宅療養支援診療所・病院



湘南なぎさ診療所

在宅療養支援診療所



東京



医療法人財団厚生会古川橋病院
東京都で第１号の在宅療養支援病院

• 在宅療養支援病院 港区南麻布２丁目

–一般病床 ４９床

–介護老人保健施設 ４０床

–介護予防機能訓練施設 ２０名

–居宅介護支援事業所

–健診センター

鈴木先生



東京



機能強化した在宅療養支援診療所・在宅療養
支援病院等への評価（２０１２年診療報酬改定）

• ①従前の在宅療養支援診療所・在宅療養支
援病院の要件に以下を追加する。

– イ 所属する常勤医師３名以上

–ロ 過去1年間の緊急の往診実績5件以上

–ハ 過去1年間の看取り実績2件以上

機能強化型
在宅療養支援診療所
在宅療養支援病院



機能強化した在宅療養支援診療所・
在宅療養支援病院等への評価

• ②複数の医療機関が連携して①の要件を満
たすことも可とするが、連携する場合は、以
下の要件を満たすこと。

– イ 患者からの緊急時の連絡先の一元化を行う

–ロ 患者の診療情報の共有を図るため、連携医
療機関間で月1回以上の定期的なカンファレンス
を実施

–ハ 連携する医療機関数は１０未満

–ニ 病院が連携に入る場合は200床未満の病院
に限る



単独強化型

連携強化型



従来型の在支診・在支病 強化型在支診・在支病

○往診料

緊急加算 650点 750点（病床有850点）

夜間加算 1,300点 1,500点（病床有1,700点）

深夜加算 2,300点 2,500点（病床有2,700点）

○在宅時医学総合管理料

処方せん有 4,200点 4,600点（病床有5,000点）

処方せん無 4,500点 4,900点（病床有5,300点）

○特定施設入居時等医学総
合管理料

処方せん有 3,000点 3,300点（病床有3,600点）

処方せん無 3,300点 3,600点（病床有3,900点）

○在宅ターミナル加算

ターミナルケア加算 4,000点 5,000点（病床有6,000点）

看取り加算 3,000点 3,000点（病床有3,000点）

○在宅がん医療総合診療料

処方せん有 1,495点 1,650点（病床有1，800点）

処方せん無 1,685点 1,850点（病床有2,000点）







2014年診療報酬改定

強化型在宅療養支援病院・診療所の
要件の厳格化が必須





患者紹介ビジネス

• 朝日新聞の2日連続ト
ップ記事（2013年8月）

同一建物への
訪問診療

http://bizcare.jp/wp-content/uploads/2013/08/201308291.jpg
http://bizcare.jp/wp-content/uploads/2013/08/201308291.jpg




同一建物減算の除外条件



2016年診療報酬改定へ向けて

2015年2月18日中医協総会



在宅医療専門の診療所の
外来の位置づけ

規制改革会議

「在宅診療を主として行う診療所の
開設要件の明確化」







H27年2月18日中医協総会資料より







在宅医療の適応の
厳格化が始まる



訪問看護ステーション





訪問看護
事業所

２４時間体制

ﾀｰﾐﾅﾙｹｱ

（介護保険）

研修受け入れ等
重症者対応

常勤看護職員7名※以上

機能強化型訪問看護事業所

終末期の
利用者

重症者

居宅介護支援事業所

介護支援専門員

医療機関
教育機関 等

地域住民等

情報提供 相談対応

○24時間対応体制 （24時間対応体制加算を届け出ていること）
○重症者の受け入れ件数
（特掲診療料の施設基準等・別表7に該当する利用者数）
○年間看取り件数 （ﾀｰﾐﾅﾙｹｱ療養費、ﾀｰﾐﾅﾙｹｱ加算の算定数の合計）
○サービスを安定的に提供しうる看護職員配置 （常勤看護職員数）

○居宅介護支援事業所を設置していること（同一敷地内）
○介護保険の利用者中、特に医療的な管理が必要な利用者1割程度について
当該居宅介護支援事業所がケアプランを策定していること

（１）24時間体制・看取り・重症者対応

○人材育成のための研修を実施していることが望ましい
○地域住民等に対する情報提供や相談支援を行っていることが望ましい

（３）地域の在宅療養環境整備への貢献

（２）医療・介護のケアマネジメント機能

※機能強化型訪問看護療養費1 の場合

機能強化型訪問看護管理療養費１
12,400円 （月の初日の訪問に対して）

＜報酬類型は2パターン＞

常勤看護職員：７人以上
ﾀｰﾐﾅﾙｹｱ療養費等の算定数合計：２０件以上／年
重症者（別表7の該当者）受け入れ：１０人以上／月

常勤看護職員：５人以上
ﾀｰﾐﾅﾙｹｱ療養費等の算定数合計：１５件以上／年
重症者（別表7の該当者）受け入れ：７人以上／月

機能強化型訪問看護管理療養費２
9,400円 （月の初日の訪問に対して）

※上記以外の算定要件は１・２に共通

平成26年度診療報酬改定 機能強化型訪問看護事業所の評価
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保険薬局



医薬分業における今後の課題

• 薬剤師が国民から信認されて医薬分業が進んだのであれば、今後
も着実に進展していくと思うが、医療機関側の経済的要因（薬局か
ら見れば外的要因）で進んだ医薬分業では、早晩衰退してしまうの
ではないか。

• 医薬分業が当たり前のように思っていないか。この10年程度の処方
せんの発行率が伸びていた時代を前提に考えていないか。

• 調剤医療費等が全医療費の中でも大きなものになってきている状
況で、患者・国民に負担を求めるには、その業務の必要性やどの程
度価値があるものか、またどの程度コストがかかるものか、データ
やエビデンスを出していくことが必要。

• 打開策のキーワードは何か？

–薬局：地域医療への貢献

（在宅医療、健康支援拠点としての機能）

–病院薬剤師：チーム医療への貢献
34



薬剤師1人あ

たりの処方箋
枚数は減って

いる



4月に葉山で在宅専門の薬局を開業した
タカノ薬局の岡豊香さん

保険薬局の
次世代モデ
ルとは？









２０２５年へのロードマップ
～医療計画と医療連携最前線～

• 武藤正樹著

• 医学通信社

• Ａ５判 ２２０頁、２６００円

• 地域包括ケア、医療計画、診
療報酬改定と連携、２０２５年
へ向けての医療・介護トピック
スetc

• ４月発刊

日野原先生にもお読みいただいています。

これは
良く分
かる



ご清聴ありがとうございました

本日の講演資料は武藤正樹のウェブサイ
トに公開しております。ご覧ください。

武藤正樹 検索 クリック

ご質問お問い合わせは以下のメールアドレスで
gt2m-mtu@asahi-net.or.jp

国際医療福祉大学クリニックhttp://www.iuhw.ac.jp/clinic/
で月・木外来をしております。患者さんをご紹介ください

フェースブッ
クで「お友達
募集」をして
います

mailto:gt2m-mtu@asahi-net.or.jp
http://www.iuhw.ac.jp/clinic/

